
第２回 愛媛県災害対策本部会議 

次  第 

 

 
                日時：平成 30年７月７日（土）13:30～ 

              場所：愛媛県庁第一別館３階災害対策室 

 

 

１. 開 会 

２. 被害の状況等 

３. 県の対応状況 

４. 国及び防災関係機関の対応状況 

５. 気象状況 

６. 本部長（知事）の指示 

７. その他 

８. 閉会 

 









自衛隊・緊急消防援助隊の活動状況（７/７ 13時現在） 

 

 

１ 自衛隊の活動状況 

（1） 松山市怒和島 

6：10 県から災害派遣要請 

6：10 自衛隊 27名出動 

7：32 自衛隊 27名三津浜港出発（漁業取締船） 

8：10 現地到着、活動開始 

12：45 住民 3名を発見との連絡（心肺停止） 

（2） 宇和島市 

  10：15 県から災害派遣要請 

  10：15 高射隊 38名駐屯地出発、宇和島市丸山公園に前進中 

（3） 今治市 

10：15 今治市から災害派遣要請（大島） 

   11：25 小型車両が先行偵察 

   13：00 吉海町に自衛隊 12名出動 

 

２ 緊急消防援助隊の活動状況 

   11：20 被災市（宇和島市、大洲市、西予市）に応援要請の要否を確認 

11：42 消防庁に航空隊の出動を要請 

    





今後の対応方針 

 

 

① 松山市、今治市、大洲市、西予市、宇和島市など複数の市町で

大規模な土砂災害や河川の氾濫等が発生し、広域にわたる甚大

な被害が確認されているほか、尊い人命も失われている。 

 

② 県・市町はもとより、消防、警察、自衛隊など実動部隊が全力

を上げて応急対策に当たっているところであるが、各対策部に

おいては連携を密にし、「人命救助」を最優先に全力で対応する

こと。 

 

③ 今後さらなる被害の拡大も十分予想されることから、被害状況

の早期把握に努めるとともに、市町はもとより、派遣要請によ

り対応中の自衛隊や緊急消防援助隊とも十分連携し、人命救助

はもとより被災者の救済、援護など災害応急対応に、「チームえ

ひめ」の底力を発揮して、全庁あげて取り組んでもらいたい。 






























